
◎注意事項をよくお読み下さい

◎注意事項 お問い合わせは、取引店の担当者までご連絡ください。
当資料に記載された情報は信頼に足る情報源から得たデータ等に基づいて作成しておりますが、その内容については明示されていると否とにかかわらず、弊社がその正確性、確実性を保証するものではありません。また、こ
こに記載された内容が事前の連絡なしに変更されることもあります。また、当資料は情報提供を目的としており、金融商品等の売買を勧誘するものではありません。取引時期などの最終決定はお客さまご自身の判断でな
されるようお願い致します。

9月の消費者物価指数(総合)は前年比+1.7％（市場予想+1.8％）

食料品とエネルギーを除くコア指数は前年比+2.4％（同+2.4％）。総

合指数は前月に続き原油安によるガソリン価格下落が下押しとなった。

内訳をみると商品価格が前年比+0.7％と伸びを縮小した（前月比

▲0.3％）。中古車（前月比▲1.6％）や衣料品（同▲0.4％）等の

項目が下振れた。サービス価格が前年比+2.9％と前月と変わらず。

今回弱さがみられた品目は比較的変動しやすい項目で、FRBのインフレに

対する見方を変えるものではないだろう。居住費をはじめコアサービス価格は

引き続き堅調で、今後もインフレ動向は安定的な推移が予想される。

市場では金融政策先行き、目先は10月FOMCの利下げの有無が注目さ

れる。今回のCPIを含めて物価動向からの示唆は少なく、米中摩擦等によ

る景気下振れリスクや更なる予防的利下げの是非が論点となるだろう。

2019/10/11

【消費者物価指数の推移(前年比)】

【消費者物価指数の内訳】

【出所】米労働省、Bloomberg、Haver Analytics

りそな 経済フラッシュ
（米国9月消費者物価指数） りそなホールディングス 市場企画部

【消費者物価指数の項目別寄与度】
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